
1 

共同生活援助 港区立障害者グループホーム南青山 

地域連携推進会議（令和７年度 第３回）  
日付：令和８年１月 28日 

＜委員＞合計９名 

港区立障害者グループホーム南青山 施設長 

（社会福祉法人 大三島育徳会）  橋本 睦子氏 

港区保健福祉支援部障害者福祉課  高尾 剛史氏 

利用者代表  ２名 

青山二丁目町会  村田 利衛氏、稲垣 行一郎氏、今泉 善雄氏 

港区民生委員・児童委員赤坂青山地区  齋藤 美加代氏 

港区立障害者グループホーム芝浦管理者  大谷内 望氏 
 

＜オブザーバー＞合計３名 

 社会福祉法人 大三島育徳会  竹中 毅氏 

 青山二丁目町会顧問  秋元 幸久氏     ほか１名 

ほか事務局職員１名  

会場： 

青山ふれ愛テラス 

青山区民協働スペース 

時間： 

午後４時 00分 開始 

午後５時 00分 終了 

＜議題＞ 

１ 会長挨拶 

  港区立障害者グループホーム南青山施設長の橋本氏から、冒頭のあいさつを行った。 

２ 施設概要説明 

  橋本会長から、施設概要資料を基に、主に令和７年 10 月から 12 月までの期間を中心に、施設

の行事、職員の概要、利用者の状況、地域行事参加状況、職員研修実施状況、ヒヤリハット事例報

告などを説明した。 

 ３ 意見交換（要旨） 

（今泉委員） 

・今年３月 19日に、町会の防災訓練がこの施設であります。この施設に設置されている、災害用の

トイレや井戸の使用方法を確認します。皆様ぜひ、ご参加ください。 

（橋本会長） 

・ありがとうございます。日程はすでに伺っておりますので、参加します。 

（齋藤委員） 

・本日配布資料中の「財産貸付」とは、どのような意味でしょうか。 

（高尾委員） 

 ・区の建物の一部を、グループホームを運営する民間事業者に貸す手法のことを指します。 

（大谷内委員） 

・グループホーム内の行事、イベントについて、資料上の写真でとても良い雰囲気が伝わってきて、

職員も工夫されているのが分かります。ところで、イベントは平日の夜間帯なのか、土日の昼間帯

なのか、どちらで実施されていますか。 

（橋本会長） 

・平日の夜に実施しています。土日は、自宅に帰る利用者も多いためです。ただ、事前に土日にイベ

ントがあると周知しておくと、自宅に帰らずに参加される方も、結構多くいらっしゃいます。 
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（大谷内委員） 

・私どものグループホーム芝浦でも、土日に自宅へ帰る利用者が多い実情です。そのため、イベント

はいつが適しているか、いつも考えながら実施しているところです。同じように、事前にイベント

参加の希望を募ると、イベントがある週末は自宅へ帰らない利用者もいるので、工夫をしながら

進めています。 

・この施設の利用者は障害の程度が比較的軽いようなので、利用者自身が自己主張、意思決定をし

やすく、イベントも楽しまれている様子が伝わってきます。一方、グループホーム芝浦の利用者

は、障害の程度が比較的重く、利用者の平均の障害支援区分は 4.5 で、この施設の倍近くありま

す。そのため、自己主張、意思決定が汲み取りづらい利用者も多いのですが、そのような中で、ど

のように意思決定を支援していくか、今後の我々の課題の一つとなっています。 

・町会の防災訓練は、平日昼間に実施されていますが、グループホームの各利用者は、日中、就労継

続支援など通所先に通っているためなかなか時間が合わないことも多いです。町会の皆様におか

れましては、平日昼間、利用者は皆さんそれぞれ活動に出ている時間ということで、ご理解いただ

ければと思います。 

（稲垣委員） 

・週末に利用者が自宅へ帰るのは、全員なのでしょうか。 

（橋本会長） 

・場合によります。自宅へ帰ることが前提ではなく、希望制です。ただし、職員体制は利用者が全員

施設にいる想定で常に整えています。 

（稲垣委員） 

・施設で生活する以上、原則的には、施設の中で生活習慣を身に付けていくべきではないでしょう

か。 

（橋本会長） 

・生活習慣を身に付けるという意味では、朝起きて、昼間は活動に出かけて、夜はお風呂、食事、部

屋の掃除など、一連の流れの習慣・訓練として実施しています。 

（利用者） 

・自分も土日、家に帰っていますが、平日はこの施設でしっかりリズムを付ける生活を送っていま

す。入居前は洗濯・掃除ができませんでしたが、今は取り組めるようになりました。たまに疲れて

しまう時もありますが、その時は土日に家でゆっくり休むこともリズムの一つとしています。 

（稲垣委員） 

・区に伺いたいが、グループホームは、本来、生活習慣を身につける必要のある方が来て生活する場

所のはずなので、土日の過ごし方についても、行政として考えてもらいたいと思ってます。 

（高尾委員） 

・区としても、この施設で生活する利用者お一人おひとりの生活習慣が整うための支援ができてい

るかどうか、今後も施設と話しながら、しっかり確認していきたいと考えています。 

（村田委員） 

・先ほど話題にあげた３月の防災訓練についてですが、時間帯は平日の夕方になります。これは、こ

の地域が日中、事務所など勤務者の方が非常に多い場所ということから、今回は、そのような方に
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参加いただくことを想定したという趣旨になります。この施設の利用者は参加できないかもしれ

ませんが、職員の方々には参加していただきたいと思っています。また、防災訓練は３月実施の回

のみではなく、様々なパターンも想定しながら継続していきたいと思っていますので、ご理解を

よろしくお願いします。 

（利用者） 

・自分の通所先で、今度バスハイクがあるので、それを楽しみにしています。 

（橋本会長） 

・それは楽しそうな予定ですね。 

（秋元オブザーバー） 

・区内のグループホームの職員についてです。私は、グループホームの職員は、なるべく常勤職員で

あって、福祉系の国家資格などを有している方がより望ましいと考えています。非常勤職員が多

くなると、運営において安全安心に関わる問題が起きた場合、誰が責任を取るのか、といったこと

になると思います。本日の資料で、区内グループホームそれぞれの職員のうち、常勤、非常勤の内

訳、また、有資格者人数を出してもらっていますが、やはり、常勤職員が多く、有資格者が多い施

設は、運営が安定しているように見えます。一方で、有資格者がいない施設もあります。この状況

に対して、区は今後どのように考えていきますか。 

（高尾委員） 

・運営上、区が関わりのある施設については、今後、各施設の職員構成も見ながら、必要に応じて指

導していくことで考えています。 

 

【閉会】 

（橋本会長） 

・本日は様々な意見ありがとうございます。いただいた意見を施設運営に活かすとともに、施設か

らお示しできる資料についても、今後お示していきます。 

・次回の地域連携推進会議は、事務局から改めて委員の皆様にご連絡します。よろしくお願いいた

します。 

【終了】 

 

 


